
平成15年、Uターンで会社に
戻った関山社長は、受注生産だけ
でなく、自社製品を持ちたい想い
が徐々に強くなっていた。どんな製
品づくりができるかを考えながら、
地元の林産試験場の研究成果発
表会等に参加していた平成20年、
知人の紹介で林産試験場の橋本さ
んと出会った。その時の印象は、

「難しいことをやっているな。しか
し、面白いこともできそうだ」。

翌平成21年春、関山社長は地
元の産業支援機関の(一社）旭川
産業創造プラザのＮさんを訪問し
協力を依頼。7月には経産省の地
域資源活用支援事業の認定を取
り、道総研林産試験場、旭川機械
工業、(一社）旭川産業創造プラザ
が連携し「３Dウッドターニングマ
シン(NC木工旋盤)の開発・販売」
プロジェクトがスタートした。林産
試験場の出願中特許（発明者はも
ちろん橋本さん）を技術シーズと
して活用する開発だ。

開発コンセプトは、立体的な木
材加工を誰でも簡単な操作でで
きること。平成23年に試作機を障

がい者施設で使ってもらい、そこ
で出された意見を装置に反映して
いった。

 

平成24年に第9回新機械振興賞
機械振興協会会長賞を受賞。マツ
ダなど大手企業に次ぐ受賞で、関
係者のモチベーションは高まった。

ところが開発が終わり初号機を
販売しようとしてもなかなか売れ
ない。新たに同社の細川氏を開発
責任者に決め、ユニバーサルデザ
インを取り入れて一新。支援機関
のN氏は、初号機を携え九州のB
型就労支援施設まで足を運んで
商品提案を行なうなど、販売の支
援も実施した。

その後、装置は三軸から多軸
（内側はルーター、外側はチップ
ソー ）へと機 能 が 向上（ 特 許 第
6623478号）。器の加工も可能にな
り、用途が大きく広がった「３D
ターニングマシン」が完成した。こ
の革新的な装置開発により平成
27年「第6回ものづくり日本大賞も
のづくり地域貢献賞」、平成29年

「日本木工機械展 ウッドエコテッ
ク2017技術優秀賞」を相次いで受
賞、さらに平成29年の経済産業省

「はばたく中小企業・小規模事業者
300社」にも選定された。

また３Dターニングマシンの開
発がきっかけとなり、トウモロコシ
の皮むき機や孟宗竹の皮むき機の
開発も手掛け、オリジナルな自社
製品の製造販売もスタートした。

令和7年には従来搭載してきた
CNCコントローラーの性能を絞り
込み、工作機械の制御を最適化す
る方針に転換。物流・ロボット用
モーションコントローラを採用し、
必要な精度を維持したまま劇的な
コストダウンを実現し競争力を引
き上げた。

木質材料は、再生可能な資源と
して重要視されている。また北欧
などでは子供たちに安心安全な玩
具として木製品が見直されている。

簡単な操作で安全かつ高性能
なNC木工旋盤「３Dターニングマ
シン」で、SDGsへの貢献を関山社
長は目指している。

地方独立行政法人

北海道立総合研究機構

■更なる進化へ

■社会に貢献する企業として

■出会い

■連携体での開発がスタート

■機能向上と各種受賞

■ある賞の受賞、デザインの
　変更が転機に

技術を磨き、創意で拓く。
品質と生産性で未来に
貢献するものづくり企業

住　所   〒079-8453 旭川市永山北 3 条 7丁目１-１１

代表者   関山　真教 創　業   昭和 22 年２月 

従業員   14 名 資本金   1000 万円 

業　務   各種機械設計・製造、金属加工 

森林研究本部　林産試験場発明場■有り　　　□無し実施許諾実績
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